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◆
国
際
局
「
国
際
収
支
課
」の
仕
事

◆◆16

日
本
の
「
家
計
簿
」
の
つ
く
り
方

　
「
国
際
収
支
統
計
」
は
、
あ
る
国
と
外
国
と
の
間

で
行
わ
れ
る
財
貨
、
サ
ー
ビ
ス
、
証
券
な
ど
の
経
済

金
融
取
引
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
お
金
（
決
済

資
金
）
の
流
れ
な
ど
を
体
系
的
に
記
録
し
た
統
計
表

の
こ
と
で
す
。
国
際
局
国
際
収
支
課
国
際
収
支
統
計

グ
ル
ー
プ
長
の
森
下
謙
太
郎
企
画
役
は
「
モ
ノ
や
資

金
の
外
部
と
の
出
入
り
を
記
録
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
一
国
の
『
家
計
簿
』
や
『
現
金
出
納
帳
』
み
た

い
な
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま

す
。

　
「
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）の
加
盟
国（
二
〇
一
五

年
七
月
現
在
で
一
八
八
カ
国
）
に
は
、
協
定
に
よ
り

国
際
収
支
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
の
場
合
、
外
国
為
替
及

び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
に
お
い
て
、
財
務
大
臣

が
定
期
的
に
統
計
を
作
成
し
内
閣
に
報
告
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
銀
は
、
財
務
大
臣
の
委
任

を
受
け
て
、
日
本
と
外
国
と
の
経
済
金
融
取
引
を
集

計
・
記
録
し
た
国
際
収
支
統
計
の
作
成
を
担
っ
て
い

る
の
で
す
」

　

日
本
と
外
国
と
の
経
済
金
融
取
引
は
、大
き
く「
経

常
取
引
」
と
「
金
融
取
引
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
経
常
取
引
」
は
、
例
え
ば
、
商
品
を
外
国
か
ら

輸
入
し
た
り
、
海
外
旅
行
で
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
り

す
る
時
に
発
生
す
る
取
引
の
こ
と
で
、
利
子
や
配
当

　日
本
銀
行
は
金
融
経
済
の
実
態
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
を
利
用
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
自
ら
も
各
種
の
金
融
・
経
済
統
計
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
国
際

局
国
際
収
支
課
が
集
計
・
作
成
す
る
「
国
際
収
支
統
計
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　モ
ノ
を
輸
出
・
輸
入
し
た
り
、
海
外
に
工
場
を
つ
く
っ
た
り
す
れ
ば
、
日
本
と
海
外
と
の
間
で
お
金
の

や
り
と
り
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
収
支
（
一
定
期
間
内
で
の
お
金
の
受
け
取
り
と
支
払
い
の
差
額
）
を
示

し
た
統
計
が
「
国
際
収
支
統
計
」
で
す
。
各
種
の
経
済
分
析
や
研
究
、
そ
し
て
経
済
政
策
の
運
営
に
お
い

て
重
要
な
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
統
計
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
国
際
収
支
統
計
の
基
本
的
な
仕
組
み
と
作
成
の
舞
台
裏
を
、
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

金
の
受
け
払
い
も
経
常
取
引
に
含
ま
れ
ま
す
。一
方
、

「
金
融
取
引
」
と
は
、
例
え
ば
、
日
本
の
企
業
が
外

国
に
現
地
工
場
を
つ
く
っ
た
り
、
外
国
の
銀
行
か
ら

借
入
れ
を
し
て
何
年
か
か
け
て
返
し
た
り
す
る
取
引

の
こ
と
で
す
。
国
際
収
支
統
計
で
は
、
こ
う
し
た
対

外
的
な
経
常
取
引
を
「
経
常
収
支
」
に
、
対
外
的
な

金
融
取
引
を
「
金
融
収
支
」
に
計
上
し
、
そ
れ
ら
以

外
の
取
引
（
対
外
的
な
無
償
援
助
な
ど
）
を
「
資
本

移
転
等
収
支
」に
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
注
）。

日
本
の「
家
計
簿
」
　
　国
際
収
支
統
計

（
注
）
こ
こ
で
言
う
「
日
本
」
と
「
外
国
」
の
区
別
の
基
準
は
、
国
籍
等

に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
国
際
収
支
統
計
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

「
国
際
収
支
マ
ニ
ュ
ア
ル
（B

alance of P
aym

ents International 
Investm

ent P
osition M

anual

）」
に
準
拠
し
て
い
ま
す
が
、
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
あ
る
国
に
拠
点
を
持
ち
、
原
則
一
年
以
上
の
期
間
に

わ
た
っ
て
経
済
活
動
を
行
う
個
人
・
法
人
を
、
そ
の
国
の
「
居
住
者
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
の
定
義
に
よ
る
と
、
外
国
企
業
の
日
本
支
店

な
ど
は
日
本
の
「
居
住
者
」
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
外
国
企
業
の
支
店
と

日
本
国
内
の
企
業
や
日
本
人
と
の
取
引
は
国
際
収
支
統
計
に
は
計
上
さ

れ
ま
せ
ん
。「
居
住
者
」
と
「
居
住
者
」
の
取
引
に
該
当
す
る
か
ら
で
す
。

国
際
収
支
統
計
に
計
上
さ
れ
る
の
は
、
日
本
か
ら
見
て
「
非
居
住
者
」

と
な
る
個
人
・
法
人
と
、「
居
住
者
」
の
個
人
・
法
人
と
の
間
の
取
引
で
す
。

　

国
際
収
支
統
計
の
計
上
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
日
銀
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
解
説
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 経常収支 78,100

貿易収支 -65,708

サービス収支 -28,102

　うち旅行収支 2,099

第一次所得収支 191,369

第二次所得収支 -19,459

 資本移転等収支 -2,699

 金融収支 137,492

直接投資 126,974

証券投資 50,166

金融派生商品 45,280

その他投資 -87,848

外貨準備 2,920
（単位：億円）

■平成 26年度中国際収支状況（速報）
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「
貿
易
立
国
」か
ら
「
爆
買
い
」へ
？ 

日
本
の「
稼
ぎ
方
」
が
分
か
る

　

日
本
の
国
際
収
支
統
計
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見

て
み
ま
し
ょ
う
。「
貿
易
立
国
」
と
い
う
言
葉
が
よ

く
使
わ
れ
る
わ
が
国
で
は
、
商
品
の
輸
出
入
で
あ
る

「
貿
易
収
支
」
に
関
心
が
集
ま
り
、
そ
れ
に
サ
ー
ビ

ス
や
利
子
等
を
加
え
た
「
経
常
収
支
」
も
注
目
さ
れ

ま
す
。

　

日
銀
国
際
局
国
際
収
支
課
が
集
計
・
作
成
し
、
財

務
省
国
際
局
為
替
市
場
課
を
通
じ
て
二
〇
一
五
年

五
月
十
三
日
に
公
表
さ
れ
た
、「
平
成
二
十
六
年

度
中
国
際
収
支
状
況
（
速
報
）」
を
見
る
と
、「
経

常
収
支
」
は
七
兆
八
一
〇
〇
億
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
一
方
で
、「
貿
易
収
支
」
は

六
兆
五
七
〇
八
億
円
の
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ど
う
い
う
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
よ
く
見
る
と
、
海
外
投
資
に
よ

る
利
子
や
配
当
の
受
け
払
い
を
計
上

す
る
『
第
一
次
所
得
収
支
』
が
大
幅

な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
差
し
引
き
で
経
常
収
支
が
黒
字

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。も
っ
と
も
、

投
資
に
よ
る
収
益
が
経
常
黒
字
の
主

因
（
稼
ぎ
手
）
と
な
っ
た
の
は
、
こ

こ
最
近
の
こ
と
で
す
。日
本
は
戦
後
、

原
材
料
を
輸
入
し
、
加
工
品
を
輸
出

し
て
稼
ぐ
貿
易
立
国
と
し
て
経
済
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
本
の

貿
易
統
計
（
通
関
統

計
）
を
基
礎
資
料
と

し
、
国
際
収
支
統
計

の
作
成
基
準
等
に
合

わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。

　
「
旅
行
収
支
」
は
、

出
入
国
管
理
統
計
や

観
光
庁
が
作
成
・
公

表
す
る
調
査
結
果
等

か
ら
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
訪
日
外
国
人
・

出
国
日
本
人
の
一
人

当
た
り
消
費
額
、
入

国
者
・
出
国
者
数
等

か
ら
計
数
を
推
定
し

ま
す
。

　

そ
れ
ら
以
外
の
収

支
は
、
原
則
と
し
て
、

対
外
的
な
取
引
ご
と

に
提
出
さ
れ
る
各
種

報
告
書
に
基
づ
い
て
、

作
成
し
ま
す
。
各
収

支
に
つ
い
て
集
計
し

た
統
計
類
が
す
で
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
国

際
収
支
課
の
担
当
者
が
、
外
国
（
非
居
住
者
）
と
の

取
引
実
行
（
発
生
）
の
時
点
で
提
出
さ
れ
る
報
告
書

を
収
支
の
項
目
ご
と
に
集
計
す
る
の
で
す
。
国
際
収

支
統
計
グ
ル
ー
プ
の
羽
鳥
早
苗
さ
ん
は
こ
う
説
明
し

ま
す
。

『
稼
ぎ
方
』
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
、
国
際
収

支
統
計
は
映
し
出
し
て
い
ま
す
」（
森
下
さ
ん
）

　

一
四
年
度
中
の
国
際
収
支
統
計
を
細
か
く
見
る

と
、
さ
ら
に
面
白
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
経
常
収

支
の
中
の
「
サ
ー
ビ
ス
収
支
」
は
二
兆
円
以
上
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
内
訳
項
目
で

あ
る
「
旅
行
収
支
」
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
収
支
は
、
訪
日
外
国
人
が
宿
泊
や
飲
食
な
ど

に
使
っ
た
お
金
か
ら
、
日
本
人
の
旅
行
者
が
宿
泊
や

飲
食
な
ど
に
使
っ
た
お
金
を
差
し
引
き
ま
す
。
そ
の

結
果
、
一
三
年
度
は
五
三
〇
四
億
円
の
赤
字
だ
っ
た

の
が
、
一
四
年
度
に
は
二
〇
九
九
億
円
の
黒
字
に
転

じ
ま
し
た
。
国
際
収
支
統
計
で
旅
行
収
支
が
黒
字
に

な
る
の
は
一
九
五
九
年
以
来
、
五
五
年
ぶ
り
。
森
下

さ
ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　
「
昨
年
来
、
訪
日
外
国
人
の
増
加
や
中
国
か
ら
の

ツ
ア
ー
客
の
『
爆
買
い
』
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
動
き
が
統
計
で
も
確
認
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
た
ち
が
国
際
収
支
統
計
の
作
成
に
際
し

て
は
、正
確
を
期
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

統
計
が
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
対
外
経
済
金
融
取
引
を
的

確
に
把
握
し
て
い
る
か
を
常
に
検
証
し
、
見
直
す
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

多
種
多
様
な
大
量
の
報
告
書
を
基
に 

統
計
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
る

　

で
は
、
国
際
収
支
統
計
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
集
計
・
作
成
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
貿
易
収
支
」
は
、
財
務
省
が
作
成
・
公
表
す
る

上／提出された報告書の束
左／届出等の受理風景

報告内容や統計計数をグループ内で確認
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「
国
際
収
支
課
が
受
理
す
る
（
日
銀
宛
て
に
届
く
）

大
量
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
一
件
ず
つ
、
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
私
は
『
第
一
次
所
得
収
支
』
の

統
計
の
作
成
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
の
デ
ー

タ
源
と
な
る
報
告
書
は
月
に
二
〇
〇
〇
件
に
の
ぼ
り

ま
す
。
報
告
者
は
金
融
機
関
、
一
般
事
業
会
社
の
ほ

か
、
個
人
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　

外
為
法
で
は
国
際
収
支
統
計
の
作
成
等
を
目
的

に
、
対
外
取
引
の
当
事
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
報

告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
送
金

取
扱
銀
行
等
を
通
じ
る
な
ど
し
て
日
銀
に
書
面
で

送
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
は

四
〇
種
類
以
上
あ
り
、
国
際
収
支
課
は
一
日
平
均
で

一
五
〇
〇
件
前
後
の
報
告
書
を
受
理
し
ま
す
。日
々
、

報
告
書
の
山
が
仕
分
け
さ
れ
、
各
収
支
の
担
当
者
に

渡
る
と
、
確
認
作
業
が
始
ま
る
の
で
す
。

　
「
一
件
ず
つ
、
誤
報
告
が
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
少
し
で
も
気
に
な
る
記
載
が
あ
れ
ば
、
報
告

さ
れ
た
方
に
は
ご
負
担
を
か
け
ま
す
が
、
電
話
で
取

引
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
ん
な
作

業
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
ま
す
」（
羽
鳥
さ
ん
）

　

報
告
書
の
う
ち
、
中
心
的
な
存
在
は
、「
支
払
又

は
支
払
の
受
領
に
関
す
る
報
告
書
」
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
非
居
住
者
な
ど
と
の
間
で
実
行

し
た
送
金
・
受
領
に
つ
い
て
、
相
手
先
、
金
額
、
取

引
目
的
別
に
定
め
ら
れ
た
「
国
際
収
支
項
目
番
号
」

等
を
記
載
し
、
送
金
・
受
領
者
か
ら
送
金
取
扱
銀
行

経
由
な
ど
で
報
告
さ
れ
る
も
の
で
す
。
送
金
・
受
領

の
金
額
が
三
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
場
合
、
個
人
で

主
査
は
こ
う
答
え
ま
す
。

　
「
外
為
法
で
は
、
外
国
為
替
の
取
引
等
の
報
告
に

使
用
す
る
為
替
レ
ー
ト（
報
告
省
令
レ
ー
ト
等
）は
、

財
務
大
臣
が
定
め
る
方
法
（
計
算
式
）
に
従
っ
て
、

日
銀
が
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
際
収
支
課
で
は
、
世
界
約
六
〇
カ
国
の
通
貨

に
つ
い
て
円
換
算
す
る
為
替
レ
ー
ト
を
毎
月
算
出
、

公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
為
替
レ
ー
ト
は
、
統

計
作
成
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
報
告
書
の
提
出
要
否

を
判
断
す
る
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
す
。
大
変
重

要
な
事
務
で
あ
り
、
正
確
な
算
出
を
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　

国
際
収
支
課
で
は
、こ
う
し
た
報
告
書
以
外
に
も
、

事
前
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
届
出
等
の
受

理
も
担
っ
て
お
り
、
日
々
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
つ
つ
、
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

使
い
や
す
く
、
報
告
し
や
す
い 

統
計
を
目
指
し
て

　

日
本
の
国
際
収
支
統
計
は
、
当
該
月
の
翌
々
月
に

「
速
報
（
月
次
）」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
作
成
の
基

本
と
な
る
報
告
書
の
中
に
は
、
当
該
月
の
翌
月
の
中

旬
か
ら
下
旬
に
提
出
さ
れ
る
も
の
も
多
い
の
で
、
国

際
収
支
課
が
そ
れ
ら
を
受
理
し
て
集
計
し
、
統
計
を

作
成
す
る
ま
で
の
期
間
は
一
カ
月
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
種
多
様
な
大
量
の
報
告
書
に
基
づ
く
統
計
を
短

期
間
に
作
成・公
表
す
る
た
め
、
国
際
収
支
課
で
は
、

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
報
告
書
の
デ
ー
タ

を
入
力
す
る
と
、
速
報
値
、
第
二
次
速
報
値
（
確
報

も
こ
の
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
個
人
の
方
に
は
見
慣
れ
な
い
記
載
箇
所
も
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
方
に
報
告
書
の
内
容
を
確
認

す
る
際
は
、
統
計
を
知
ら
な
く
て
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、
曖
昧
な
言
葉
遣

い
は
避
け
た
り
、丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

（
羽
鳥
さ
ん
）

　

ま
た
、
日
本
の
国
際
収
支
統
計
は
円
建
て
表
示
で

す
が
、
非
居
住
者
な
ど
と
の
間
で
実
行
し
た
送
金
・

受
領
に
関
す
る
報
告
書
で
は
、
外
貨
建
て
の
表
示
の

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
集
計
の
際
、
円
建
て

に
換
算
す
る
レ
ー
ト
は
、
誰
が
ど
う
決
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
外
為
法
手
続
グ
ル
ー
プ
の
高
橋
勉
つ
と
むインターネット経由で報告を受理するオンラインシステム
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値
）
に
加
え
て
、
地
域
別
の
国
際
収
支
な
ど
も
シ
ス

テ
ム
が
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
報
告
者
の
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
国
際
収
支
統
計

シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
大
山
明
美
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
〇
五
年
一
月
に
『
日
本
銀
行
外
為
法
手
続
き
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
』
を
導
入
し
、
外
為
法
に
よ
る
報

告
書
（
四
〇
種
類
以
上
）
は
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
報
告
可
能
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

　
「
金
融
機
関
や
一
般
事
業
会
社
を
中
心
に
利
用
者

は
約
六
〇
〇
先
に
達
し
、
日
次
で
受
理
す
る
証
券
投

資
報
告
（
証
券
銘
柄
ご
と
の
詳
細
情
報
を
毎
日
提
出

す
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
％
オ
ン
ラ
イ
ン
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
報
告
数
が
多
い

『
支
払
又
は
支
払
の
受
領
に
関
す
る
報
告
書
』
は
ま

だ
郵
送
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
利
用
案
内
や
手
続
き
方
法
の
整
備
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

「
プ
ラ
ス
」
が
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
、 

「
マ
イ
ナ
ス
」が
「
プ
ラ
ス
」
に 

経
済
実
態
に
合
っ
た
統
計
に
向
け
て 

　

統
計
作
成
に
際
し
て
重
要
な
の
は
、
前
述
し
た
と

お
り
、
経
済
金
融
取
引
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
で

す
。
経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
に
伴
い
、
国
際
収
支

統
計
が
経
済
金
融
取
引
の
実
態
を
十
分
に
把
握
で
き

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
国

際
収
支
統
計
グ
ル
ー
プ
の
和
田
麻
衣
子
主
査
は
こ
う

た
」
と
和
田
主
査
は

言
い
ま
す
。

　
「
的
確
な
統
計
を

作
成
す
る
だ
け
で

な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

フ
レ
ン
ド
リ
ー
と

い
う
視
点
も
必
要

で
す
。
統
計
は
使
わ

れ
て
こ
そ
意
味
を

持
ち
ま
す
。
精
度
や

信
頼
性
と
同
時
に
、

デ
ー
タ
の
使
い
や

す
さ
や
説
明
の
分
か
り
や
す
さ
も
含
め
て
、
統
計
の

品
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

国
際
収
支
課
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

善
を
検
討
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
収
支
委
員
会
や
そ
の
下

部
組
織
で
の
議
論
に
も
参
画
し
て
お
り
、
同
委
員
会

が
一
九
九
二
年
に
発
足
し
た
当
初
か
ら
、
世
界
各
国

の
メ
ン
バ
ー
と
国
際
収
支
統
計
の
品
質
向
上
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
重
要
性
の
高
ま
る
国
際
収
支
統
計 

　

国
境
を
越
え
た
経
済
活
動
が
拡
大
す
る
中
で
、
今

後
、
国
際
収
支
統
計
の
重
要
性
は
、
よ
り
一
層
高
ま

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本
の
国
際
収
支
統
計
は
、
実

に
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
核
を
担
う
国
際
局
国
際
収
支
課
へ
の
期

待
も
、
よ
り
一
層
高
ま
る
は
ず
で
す
。

説
明
し
ま
す
。

　
「
日
本
の
国
際
収
支
統
計
が
準
拠
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
一
九
四
八
年
に
第
一
版
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経
済
環
境
の
変
化
や
推
計
方

法
の
進
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
国
際

間
の
取
引
が
統
計
に
適
切
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
適

宜
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
二
〇
〇
八
年
に
公
表

さ
れ
た
第
六
版
が
最
新
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
統
計
も
一
四
年
一
月
の
取

引
計
上
分
か
ら
最
新
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
作

成
・
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
央
以
降
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
、
国
際
金

融
関
連
取
引
の
把
握
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
関
連
項
目
の
見
直
し
な
ど
を
実
施
し
た
ほ

か
、
統
計
の
表
記
方
法
の
変
更
も
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
項
目
の
見
直
し
と
し
て
、
通
貨
別
・
部
門

別
の
項
目
を
拡
充
・
細
分
化
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
項
目
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

金
融
関
連
取
引
に
つ
い
て
、
従
来
は
資
金
の
流
出
入

に
着
目
し
、
流
入
を
プ
ラ
ス
の
符
号
で
、
流
出
を
マ

イ
ナ
ス
の
符
号
で
表
記
し
て
い
た
も
の
を
、
見
直
し

後
は
、
資
産
・
負
債
の
増
減
に
着
目
し
、
資
産
・
負

債
の
増
加
を
プ
ラ
ス
、
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
で
表
記
す

る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
統
計
表
の
資
産
（
対
外
投
資
）
側
の

符
号
が
従
来
と
逆
に
な
り
ま
し
た
が
、「
資
産
・
負

債
の
残
高
の
増
減
が
国
際
収
支
の
動
き
と
同
じ
に
な

る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し

国際収支マニュアル（IMF）等




